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研究成果の概要（和文）： 

東京文化財研究所が架蔵する、かつて業務で使用した文化財関係資料や、元職員遺族などから

寄贈された文化財関係資料には、肉筆のメモやスケッチ、調書、会議や研究会の配付資料、35mm

スライド、16mm フィルムなど多種多様なものが含まれている。これらは整理が難しく、他の美

術館・博物館や図書館、大学などでは敬遠されてきた資料であるが、稀少性の高いものも少な

くない。それらを整理し、各資料群を把握するとともに、保存につとめ、今後、研究資料とし

ての活用を視野にいれて研究と開発をおこなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The various materials related to cultural properties in the NRICPT collection that were 

either produced by or used in earlier Institute operations, or donated by the heirs of former 

Institute employees; include a vast array of material types and media. These include 

handwritten memos and sketches, survey notes, conference visual aids, research group 

papers, 35mm transparencies and 16mm film footage. Given the difficulties involved in 

organizing such materials, many institutions tend to avoid them. And yet many of these 

materials are rare and valuable. Study and development has been conducted in how to 

organize and understand these materials, while at the same time preserving them in order 

that they might be utilized for research in the future. 
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１．研究開始当初の背景 

美術作品の調査に際しては、調書が作成さ
れ、写真が撮影されるのが常である。しかし
ながら、作品の調査研究に際しては、作品そ
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のものが研究対象となり、これまでに当該作
品が誰の手によって調査されたかという調
査履歴については、ほとんど残されることが
なかった。また、先行調書あるいは調査作成
時に併行して撮影された画像資料も、作品の
調査時に反映されるが、専ら先行研究者の収
得情報として公開される機会が少ないうえ
に、それらをまとめて収集・整理し、第三者
の研究のために、どのような情報が必要であ
り、どのようなかたちでの情報提供が最善か
という手法開発を含めて時宜が十分熟して
いなかったのが実情といえる。結果的に、あ
る作品の調査を行おうとする時、公刊された
先行研究を参考にしながら、作品の調書を一
から作成し、写真撮影も一から行うのが常で
あり、その作品に関する先行調査で得た情報
が後進の研究との間で共有化されることが
ないままに、個別に調査・研究が進展してき
たのも事実である。まして、作品が所蔵者の
意向で原則非公開とされたり（秘仏など）、
不幸にして罹災・譲渡転売等で消滅あるいは
行方不明となってしまった場合、それらの作
品を直接調査して作成された先行調書や写
真の類は、当該作品の研究を行ううえで貴重
であることは言をまたない。加えて、その作
品がこれまでどのように伝来し、その過程で
修理を受け、また、どのような展覧会に展示
公開されてきたかという履歴データの蓄積
についても、作品に関心がある個々の研究者
の個人の手控えとして作成されることはあ
っても、それらの情報が恒常的に蓄積され、
誰の目にも触れ得るというような機会もこ
れまでなかったように思われる。このように
先行研究によって、実作品に即して作成され
た調書類（調査ノート・写真類等を含む）の
収集と保存、ならびに、作品の展覧会履歴の
蓄積と、それらの活用は、作品に即した研究
を行ってゆくうえで、基礎情報となるばかり
でなく、以後の作品の状況（経年変化・修
理）・来歴（流伝）を知るうえでも貴重であ
り、文化財研究を行う上でも資するところは
小さくないと考えられ、懸案事項であったと
いえる。 
 
 
２．研究の目的 

本研究では、東京文化財研究所、および、
同所と共同研究を行う諸機関が、調査者本人、
もしくは、その意を受けた親族によって寄贈、
あるいは、保管を依頼された美術作品に関わ
る多種多様にわたる資料群（自筆調書、写真
等を含む）を研究資料として、現状の状況を
確認しつつ保存と維持を目指すとともに、活
用の道を探り、従来の美術史研究では見過ご
されてきた関連資料などについても将来的
に活用できるようにすることを目指すこと
を目的とする。 

対象とする資料は、刊行物のように分類・
管理が容易なものばかりでなく、肉筆のメモ
やスケッチ、会議や研究会の配付資料、35mm
スライド、16mmフィルムなど、実に多種多様
なものを含んでいる。これらは整理が難しく、
美術館・博物館や図書館、大学などでは敬遠
されてきた資料でもあるが、稀少性の高いも
のも少なくない。これらを逐次、近年のアー
カイブの動向と公開を見据えて整理を進め
るとともに、どのような公開の仕方が適切か
についての研究をすすめた。 
 

 

３．研究の方法 

従来、獏然と把握されていた以下の各資料
群について、全体像を掌握するためデータベ
ースづくりに努めるとともに、あわせて、そ
れぞれの保存状態についても、確認作業を行
った。 
 

1) 矢代幸雄氏収集の文化財関係写真資料類
の調査・整理 

2) 黒田清輝宛書簡の調査・整理 
3) 田中一松氏旧蔵の自筆調書・研究資料類
の調査・整理 

4) 高田修氏旧蔵の写真類、研究資料等の調
査・整理 

5) 久野健氏旧蔵の自筆調書類、紙焼写真類
等、研究資料等の調査・研究 

6) 秋山光和氏旧蔵の絵画資料35ミリスライ
ドの調査・整理 

7) 田中助一氏収集の郷土資料（萩博物館蔵）
の調査・整理 

8) 田中敏男氏撮影の16ミリフイルム映像資
料の調査 

9) 現代美術資料―画廊等のDM・目録等の 調
査と整理 
 
いずれの資料群においても、資料ひとつひ

とつの内容を確認しつつ、目録づくり等をお
こない総体の把握につとめ、あわせて、劣化
しつつある各資料を画像スキャンすること
で、資料そのものの劣化進行の防止と保全を
はかり、画像データとしての蓄積をすすめた。
あわせて、画像による公開・利用のための望
ましい手法の研究を行った。その過程で、先
行研究者がどのような作品に関心をもち、調
査に臨んだか、収集の時期などを極力、明確
にしてゆくように努めた。また、写真類（ガ
ラス乾板、各種フィルム・白黒紙焼き写真）
は劣化が進行しているものも多く含まれる
ため、保存と活用の方針策定を行い、それに
則って適切な処理と利用に努めた。 
 
 
 
 



４．研究成果 
それぞれの資料群の全体像を把握すべく、

基礎データベースづくりを行ったが、資料ご
とにデータベースが林立することで、文化財
アーカイブとしての全体像が見えにくいと
いう問題を解決するべく、研究代表者の所属
する東京文化財研究所で運用中の書籍・展覧
会カタログ・美術文献・写真原板などのデー
タベースと、田中一松・久野健・梅津次郎の
各資料の基礎データを統合させたデータベ
ース（総数約 635,000 件）を試作した。それ
をもとに研究会を開催して、様々な形態で存
在している文化財資料を一括して検索でき
ることを確認した。あわせて、この統合によ
って、個々の資料が蓄積されていく過程で、
先行研究者が何に関心をもち、作品にどのよ
うに向かいあったかについての傾向の一端
をうかがい知ることができ、しかも、研究者
各人が個別に研究を進行させてきたのでは
なく、時として併行的に、あるいは、複合的
に進行していた当時の研究動向を浮び上が
らせることが出来そうであることを確認す
るに至った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
統合版データベースのデモ画面 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田中一松旧蔵資料より《京都府教育庁文化財
保護課『平等院鳳凰堂建築彩色調査報告書―
特に青色顔料について』》 
※今回のデータベース試作において明らか
になった資料であり、今日、美術史用語とし
て一般的な使用が認められる「代用群青（だ
いようぐんじょう）」という用語の初出例と
みられることが明らかとなった。 
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